
 

 

 

 

～「あいさつ・はっぴょう・もくひょう」が自慢の塩川小学校～ 

上昇気流に乗って！ 

令和元年７月８日（月）発行 №1５  文責 塩川小学校長 佐藤 寅記 

よりよい学級集団に高める教員研修 

「子育ちの文化」を育む交流学習！ 

１３区の登校班集合場所の時計が、７時２９分になるのを確認すると、 
「みんな、並んで」と、６年生の班長Ｎさんが呼びかけます。４つの班
が、班長さんを先頭に一列に揃います。そして、その１分後（7時30分
が出発時間）「しゅっぱつ」と、６年生の班長Ｔくんが声をかけると、４
つの班は、一列で整然と学校に向かって歩き出します。 
 １列なので、無駄話もしません。逆に言うと、無駄話をしないので２列
になりません。 
 この２つの声かけは、１３区の伝統のようです。６年生は、それを引き
継ぎながら安全な登校に高めています。 

１年生は、６年生におんぶされてプールを往復しました。安心

感でいっぱいの１年生でした。 

本校では、子どもが学び合い高め合うような、教育力を持った学級集団

づくりに力を入れています。 

 ６月２８日（金）に、会津美里町教育委員会の筒井明美先生を講師にお

招きし、ＱＵアンケート結果の分析をしながら、よりよい人間関係づくり

や教育力のある学級集団づくりをどのように進めるかを学びました。 

※ ＱＵアンケートとは･･･友達や先生からの承認感をどの程度感じている

かと、友達から嫌なことをされていないかなど、決まりやルールに関して

どう受け止めているかの２軸で、学級生活の満足度を表したものです。 

さわやかで素敵な子ども、学級集団づくり研修会！ 

子どもが、水はこわいもの、水泳は辛いもの
と思っては、体力の向上も運動の楽しみも味わ
えません。そこで、１年生の１回目の水泳学習
は、６年生が一緒にプールに入り、水は楽しい
もの、水泳は楽しいものと思えるようにしてい
ます。 
 ６年生が、素敵な泳ぎを見せて、あこがれや
泳ぎの目標を持たせたりしました。また、６年
生にバディの仕方を教わったりおんぶしてもら
ったりして、水への安心感を持たせました。１
年生は、みんなニコニコと水泳の学習に取り組
んでいました。 

活発に学習する子が多く、前向きに学んでいてすばらしいです。 

市町村立の小中学校は、県教育委員会や市教育委員会の学校訪問を通して、ご指導をいただいていま

す。先月２８日には、県教育庁会津教育事務所長の訪問をいただき、下記ご指導をいただきました。 

 「学校の目指す方向と共通実践が充実しているので、先生方にも子どもにも活気があります。また、

子どもの学習訓練が徹底していて、前向きに学んでいてすばらしいです。活発に学習する子が多く、よ

い方向に向いています。先生方が、子どもと向き合って指導しているのがよくわかりました。さらに、

子ども達が主体的に学んでいけるようご指導ください。」 

 また、学校経営へ助言や施設設備の管理についてご指導いただきました。自分を誇れる児童を育てる

ことと、地域に誇れる学校づくりをさらに努力してまいります。 

ヒメダカ（緋目高）をいただきました。 

地域の方から「ヒメダカ（緋目高）」と、「卵」をいた

だきました。 

 ５年生は、理科の学習で、動物の育ち方を勉強してい

ます。ちょうど卵の観察を行っているところです。実物

の卵の観察を通して、命の神秘さの学びも高まります。 挙手し、活発に発表する５年生 


